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和牛の被毛構色に関する研究※
矛立報 櫻色化牛被毛の形態学的並びに組織学的研究

青木晋平⑧神田尚美 （畜産学研究室）

Shmpe1　AOKI　and． Na01ni　KANDA

Stud1es　on　the　fad1ng　of　ha1r　coIor1n　tbe　Japanese　B1ack　Breed．of　catt1e

皿。　The　m－orpho1og1ca1and．h1sto1og1ca1stue1es　on　the　fad－m．9ha1r　of　ca1ves。

　　　　　　　　I．繕言　　なお，被毛の採取部位は；牛体左側の腰部に一定し
　筆者等は，矛1報において，島根県龍義郡にみられた　　た。

被毛樋色化牛について，その発生地の諸環境要因の分析　　　2．測定事項

及び挺色牛えの硫酸銅投与試験を成牛3頭について行つ　　　（イ）毛長　　先づ採取した被毛をラ撤硬毛，硬毛，一綿

たた結果の大要を報告したが，本報では憤牛にみられた　　毛の3種に分類し，その申から任意に各々100本宛をと

挺色被毛と正常被毛との形態学的並びに組織学的差異を　　り，毛根部より先端までをセノレロイド製の糎尺により測

明らかにする目的で実験を行つたので，その結果を報告　　定した。　　　　　　　　　　　　　’

す乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一（P）穫色化の部位　一被毛撰色作牛より採取した被毛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を撤硬毛，硬毛，綿毛の3種類に分類し，その中から任

　　　　　　　皿　實験材料及ぴ方法　　　　　　　　意に各タ100本宛をとり・二本の被毛について穫色化部

　1．供試牛　　　　　　　　　　　位を・5種類（先端より始が白いもの，点状に白いもの，
　供試牛は，1954年1月から5月に至る5ケ月間に能義　　基部始が白いもの，全部が自いもの，中央部が白いも

郡下の三市場（井尻，広瀬，’安来）に出場した憤牛の申　　の）に分げ調査した。

から，飼育者に対する聞取調査によつて挺色被毛の発生　　　り　毛の太さ　　長さを測定した100本の被毛につい一

カ…先天的なものでないことを確めた上で，生後月数，種　　て，その中の撤硬毛は／0本宛，硬毛は15本宛，’綿毛は30

牡牛，産地，性別，・発育状態の同一なものを試験牛（被　　本宛を束にし，アセトソセノレロイ．ド法により中央部切片

毛あ挺色化したもの），対照牛（被毛正常なもの）として　　を作り，横断面の長径及び短径を測定した。

各7頭宛選んだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　毛髄の発達度　　毛の太さの測定に用いたと同じ材

　供試牛及び被毛採取の時期は矛1表の如くである。　　　料により，毛髄の長径及び短径を測定し，’又毛髄を有す

　　　　　　　　　矛1表　供試牛及び被毛採取、期　　　　　　　る割合を比較しれ

組 挺　色　化　牛 対　　、照．　牛
別 生年月日 採取月日 生別 産地父牛名 生年月目採取月日性別 産地1父牛名

昭、 昭 昭 昭

A 28．7．1029．1．13 ♂ 大塚 稲田 28．ア．829．1．13 ♂ 大塚 一稲田

B 28．7．2429．1．12 9 能義 仙雲 28．7．2ア 29．1．／2 9 比田 仙雲
C 28二7．2329．1．13 ♂ 大塚 稲田 28．7．2429．1．／3 ♂ 大塚 稲　田

D 28．7．2629．2．13 9 安田 ／！ 28．7．1529，2．13 9’

安田 〃

E 28．12．12 29．5．13 ♂ 能義 福常 28．12．14乞9．5．13 ♂ 能義 福常
F 28．12．929．5．／3 6 宇賀荘 清岩 28．／2．10 29．5．／3 ♂ 宇賀荘 稲　田

G 18．12．10 29．5．13 ♂ 〃 稲田 28．／2．10 29．5．13 ♂ 〃 〃

　　皿賓験結果一

　1．毛長　　被毛の種

類別による毛長の測定結

果を示せば矛2表の如く

である。

　次表により白色化牛と

対照牛の毛長の差異につ

いてt検定を行つた結

果，撤硬毛，硬毛，綿毛

索昭和30年度目本畜産学会関西支部例会に発表 のいづれにおいても，両者問に有意差が認められなかつ
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矛2表 各種類別毛長の比較 （単位糎）

種　類 A B C D E F G 平均
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　2．自色化の部値　　被毛め縫色化している部位の調

査結果は矛3表の如くである。

　　矛3表種類別擢色化部位の調査（単位百分率）

ぷ蝉先端より
始が白い

中央部が 基部始が 全部が 点状に
もの 自いもの 白いもの 白いもの 白いもの

撒硬毛 83．6 11．6 0．6 0 4．2

硬　　毛 67．3 17．3 4．4．

0 1／．0・

綿　毛 48．4 8．0 1．6 11．3 ヨ0．7

平均1・…ll・．・1 ・・1 …l　l・．・

点状に

　矛3表によれば。各被毛共，先端より始白いも・のが最

も多く，全部が白いものは綿毛にだげみられた。．

　なお；各種被毛別の挺色被毛出現平は撤硬毛22％・硬

毛38％，綿毛89％で，綿毛におげる出現率が最高を示し

た。

　3．毛の太さ　　各種被毛の太さ（長径と短径）につ

いては矛4表の如くである。

　　　　　　　　矛4表　　各種’被毛の太

　矛4表より両者間の差．

は殆んどみられないが，

撰色化牛の被毛が梢小さ

くなる傾向がみられると

言えよう。短径に対する

長径の比を百分率で示す

と矛5表の如くであり，

両者問に形の差は殆んど

みられない。

　4　毛騒の発達慶

　挺色化牛と対照牛におげる各種被毛の毛髄の太さを長

径と短径で示せば矛6表の如くである。

　矛6表でセ辛撒硬毛・硬毛の何れにお㌻・ても・長径・短

径についての両者の平均値間におげる差異はt検定の結

果，1％水準で，有意差を示し，挺色化牛と対照牛の問

に明らかに差があると言える。すなわち，挺色化被毛の

、方が小さくなつている。なお，被毛中の毛髄を有する割．

合を示せば矛7表の如くである。

　矛ア表によれぱ，毛髄を有する割合は，鉦色化牛被毛

が対照牛被毛に比し，撤硬毛，硬毛の何れにおいても明

らかに低いと言えよう。

　　　　　　　皿考　　　察
　毛の大ぎさについては，長さ，太さ，何れにおいて

も，纏色化被毛と正常被毛との問に有意差が認められな

かつたが・毛髄の大ぎさの点では・両者問に明らかな差

が認められ，前者は後者に比し小さく，又毛髄を有する

割合も前者の方が少なかつた。すなわち，毛髄の発達度に

　　　　　　　　　　　　　　おいて，挺色化被
さ　（単位μ）　　　．　　　　　．毛は正常被毛に比
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し劣つていたこと

を示している。毛

髄の発達は毛種，

性，栄養状態トよ

つて異り，毛長や

毛の太さと同様毛

乳頭の栄養状態に

より左右せられ，

又甲状腺の機能如

何により直接影響

を受げるとも言わ

れている。従つ

て，逆に毛髄の状

態によつてその動

物の能力をも知り
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矛5表　　短径に対する長径の百分率

種類パ1・1・ C
・1

E F G 平均

撒 擢色化牛 74．3 67．4 65．8 62．4 63．8 72．4 71．6 68．2
硬
毛 対照牛 69．3 70．7 65．3 64．2 71．4 67．5 67，5 68．0

硬 擢色化牛 62．2 59．3 56．5 60．9 60．0 60．9 76．3 62．3

毛 対照牛 64．6 64．9 62．9 、65．3 67．9 64．7 64．ア 65，0

綿 擢色化牛
1

61．4 61．5 67．2
69，0　66ぎ9　　‘

66．4 71．5 66．3

毛 対照牛 68．7 62．3 69．3
69，7　73．2　　1

66．3 66．3 68．0

682

663

矛6表　毛髄の太さ （単位μ）

の太さについてはつ＝きりした差が認め

られなかつたことは，被毛がある程度発

育したのちに挺色化が生じたのではある

まいかと云うことを思わせる。もともξ

毛髄は，被毛に対する栄養補給機関とし

ての機能を有しているのであるから，被

毛発育申に挺色化を生じたとすれぱ，当

然その影響は長さや太さにあらわれてい

る筈である。

　　　　　　　矛3表によれぱ，被毛

　　　　　　の擢色化部位は綿毛に最

種類 べ・ B C D　　　E　　　F G 平均

撤
長 寵色化牛 27．57 22．63 26．81 26．95 39，72 33．38 36．46 30．50

径 対照牛 39．／4 33．46 31．12 57．52 40．73 41．89 41．89 40．82

硬
短 挺色化牛 て9．75 13．51 ／7．05 12．98 22．03 19．88 22．86 18，29

毛
径 対照牛 26．36 20．34 20．81 26．84 25．31 ；4．ア4 24．74 25．／6

硬
長 挺色化牛

1
19．79 14．18 19．45 ／3．14 27．09 31．84 20．92

径 対照牛 ／7．49 22．38 19．92 ／9，49 23．40 36．81 36，8／ 26．／9

短’ 樋色化牛 一
10．37 8．54 8．90 10．00 12．36 ／8．92 11．52

毛
径 対照牛 12．02 13．4ア ／／．48 12．38 ／4．00 21．31 21．31 15．15

…　　■

注．綿毛には毛髄が認められならつた。

矛ア表．被毛の毛髄を有する割合 （単位％）

種類1べ ・1
B

1・ 1・1・ ・1 ・1平均

撤 挺色化牛
…
1
…
1
0
0
．
0
1
0
0
．
0
　
　
’

90．1 95．8 97．0 87．8 ／00 87．3
硬
毛 対照牛 100．0 100．0 100．0 ／00．0 ／00 ／00．0

‘

硬 槌色化牛 一 61．7 65．7 60．0 76．9 64．ア 100 71．5

毛 対照牛 67．0 64．7 94．2 89．3 87．5 100．0 100 76．／

も多く硬毛，撒硬毛がこ

れに次ぐ。変色部位別に

見ると，各被毛共に先端

去り始の静位の縫色が最

も多く，点状に挺色して

いるものがこれに次ぐ。

被毛の穫色は，メラニソ

色素顧粒の消失によるも

のであると考えられる

が，元来メラニン色素穎

粒の起源については定説

がない。然し，ごの存在

は表皮深部の細胞，殊に胚芽層の細胞質

内又は，紬胞間に多くみられるのであつ

一て，それは表皮からの移行によろと考え

られている。

　最近皮膚色素形成過程産物である

Dopa（34－D1oxypheny1a1anm）と

Tyrosin，硫酸銅等を一緒にした製剤が

得ると云われている。例えば乳牛においては，泌乳章と

看髄の発達度との問には，正の相関があるとの報告もみ

られる。本研究において樋色被毛の毛髄の発達が劣つて

いることは，挺色化現象の発生原因が或程度栄養条件に

関連しているのではあるまいかと推察される。一矛1報に

おいて，挺色化の原因究明を行つた結果では，MO中毒

によるものか，Cu欠乏によるものかの何れとも決定し

えなかつたのであるが，硫酸銅投与により縫色被毛の消

減をみたことから，C1ユが之に関係しているのではある

まいかと推察された。又最近内外に発見される風土病の

多くが徴量要素の欠乏又は過剰に起因していることが明

らかにされており，これらの共通の症状として全身的な

栄養障害が認められていることからも，上言己の如、く栄養

状態悪化による毛髄発達の低下は考えられることであ

る。毛髄の発達度にのみ両者問に差がみられ，毛長や毛

出未て局所注射により入問の尋常性白班に対し，かなり

の効果をあげていると云われているが，前記の如く，硫

酸銅投与が効果的であつたこと等も考えあわせて，被毛

挺色がメラニン色素形成物質の一部欠除による形成機転

障害によるものではないかと考えられる。（矛1報皿一

（3）の項参照）白色化部位が先端に多いのは，皮膚色素の

移入が先端より弱化して行くためと思われ，点状に出現

するごとは，皮膚色素の形成が何等かの理由で妨げら

れ，周期的に変化し，形成能力の衰えたとぎに挺色を生

ずるものと考えられるが，現在のところ色素形成の機構一

が明確でないので，この点の究明は今後の研究に待たね

ばならない。

　　　　　　　摘　　　要

島根県の一部にみられる，被毛挺色化憤牛と正常憤牛

sokyu
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の被毛について，両者の形態学的並びに組織学的差異を

明らかにするため，毛長，毛の太さ，白色化の部位，毛

髄の発達度の諾点に関する研究を行つたが，その結果を。

要約すると次の如くでる。

　1・毛長・毛？太さについては両青問に有意差が認め

られなかつた。

　2．各種被毛の挺色部位は先端より蜘こかげてのもの

が最も多い（平均’66．4％）。点状に現われるものが之に

次ぐ（平均15．弼）。

　3’．毛髄の発達度は，穫色化牛被毛が対照牛被毛に劣

り，両者間に1％水準で有意差が認められ，又各種被毛

の毛髄を有する割合においても，明らかに前者は後者に

劣つていた。

　　　　　　　　文　　　　献

1　阿部余四男（1954）：動物の冬毛と夏毛　遺伝vo1．8．

　No．／2

2　Duerst（／9ろ1）　Grund－1agen　der　Rmd－erzucht

3　石原盛衛＜1952）：和牛

4　加藤嘉太郎（195／）：家畜比較解剖学　新講上巻

5　佐々木清網⑧内藤元男著（／953）家畜育種学

6　竹内三郎⑧河野憲太邸⑧石本純二（1954）　甲状腺

機能と被毛との関連について　新潟大学農学部学術

報告矛5号
7　竹内三郎働井上明（／952）：抗中状腺剤注射の皮膚

被毛に及ぽす影響について　日畜会春季大会講演

8　上坂章次爾松木主計⑧川島正彦（1943）：和牛の被

毛に関する研究　畜試彙報　43号

SU班班ARY
　In　ord．er　to　account　for　the　morpho1ogica1and，

h1sto1og1ca1d1fferenc1es　between　the　norma1ha1r

of　ca1∀es　ana　the　fad－ing　one　which　occurred．at

Nog1gun　m　Sh1mane－Ken，we　ha∀e　made　mvest1g－

ations　on曲e　fo11owing　points：hair1ength，ha三r

s1ze，1ocat1on　of　fad1ng　Parts　and　de∀e1opm．ent　of

ha1r　medu11a

　The　resu1ts　obtamed　h1therto　are　as　fo11ows，

　／　There　was　no　s1gmf1can亡dユfference　m1ength

and　size　between　the　norma1hair　and　the　fad。三ng

One．

　2．　Fad．ing　in　one・third　part　frorΩ　top　of　hair

showed辻he　h1ghest　percentage　（average664％），

wh1ch　was　fo11owed　by　spotted－fadmg　a11o∀er

the　hair　（average　15．3％）．

　3　The　ha1r　med，u11a　of　the　affected－was1nfer1or

m1ts　deYe1opment　to　that　of　the　nor㎜a1w1th　the

percentage　of　r1sk　m0011eve1The　rat1o　of　the

presence　of　ha1r　med－u11a　were㎜uch1ower　m　the

fOmer．


